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９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

家
庭
で
で
き
る

　
　
　“
防
災
”チ
ェ
ッ
ク

「
防
災
の
日
」は
、
大
正
12
年（
１
９
２
３
年
）9
月
1
日
に
発
生

し
た
関
東
大
震
災
に
ち
な
ん
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
９
月
に
は
、

各
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
は
、い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。「
防
災
の
日
」を
き
っ

か
け
に
し
て
、家
庭
で
も
防
災
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

“
住
宅
用
火
災
警
報
器
”を

　
　
　
　
　
　
確
認
し
よ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

　
火
災
は
、「
目
」で
煙
や
炎
を
見

た
り
、「
鼻
」で
焦
げ
臭
い
に
お
い

を
感
じ
た
り
、「
耳
」で
パ
チ
パ
チ

と
い
う
音
を
感
じ
た
り
し
て
、
気

付
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い

ま
す
が
、
寝
て
い
る
時
な
ど
に
は
、

火
災
に
気
付
く
の
が
遅
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
家
庭
内
で
の
火
災
の

発
生
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、

音
や
音
声
に
よ
り
警
報
を
発
し
て

知
ら
せ
て
く
れ
る
の
が
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
で
す
。

設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

　
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
火
災
か
ら
大
切
な
命
や

財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
き
ち
ん

と
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
定
期

的
に
動
作
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
交
換
し
ま
し
ょ

う
。

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

取
り
付
け
を
支
援
し
ま
す

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付

け
等
が
困
難
な
高
齢
者
や
身
体
障

が
い
者
世
帯
の
う
ち
、
希
望
す
る

世
帯
に
対
し
、
消
防
職
員
が
無
償

で
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付

け
等
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
世
帯

　
二
本
松
市
、
本
宮
市
、
大
玉
村

に
居
住
す
る
方
で
、
次
に
該
当
す

る
世
帯

①�

65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯

②�

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯

③�

①
②
に
該
当
す
る
方
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯

※�

た
だ
し
、
公
営
住
宅
、
賃
貸
住

宅
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

老
人
保
健
施
設
等
に
お
住
ま
い

の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

取
り
付
け
支
援
に
必
要
な
事

 

①�

ビ
ス
で
止
め
る
こ
と
の
で
き

る
警
報
器
を
各
世
帯
で
事
前

に
準
備
し
て
い
る
こ
と
。

②�

取
り
付
け
等
に
必
要
な
ビ
ス
等

を
用
意
し
て
い
る
こ
と
。

③�

申
請
者
ま
た
は
代
理
者
が
立
ち

会
え
る
こ
と
。

④�

取
り
付
け
等
後
に
設
置
場
所
の

変
更
、
電
池
交
換
、
取
り
外
し

お
よ
び
取
り
付
け
後
に
発
生
し

た
火
災
に
お
い
て
、
当
該
感
知

器
の
不
作
動
等
に
よ
り
生
じ
た

損
害
に
つ
い
て
、
補
償
等
を
求

め
な
い
こ
と
に
同
意
し
て
い
る

こ
と
。

申
請
方
法

　
各
消
防
署
等
に
備
え
付
け
の
申

請
書
お
よ
び
同
意
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
…

　

�

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
消
防

本
部　
北
消
防
署
予
防
係

　
☎（
24
）１
５
７
４

　
Fax（
22
）１
３
５
５
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安達地方広域行政組合消防本部
警防課予防危険物係

三
みうら
浦 翔

しょうた
太 さん

Ｖｏｉｃｅ！

“
消
火
器
”を

　
　
　
　
確
認
し
よ
う

“
避
難
経
路
”を

　
　
　
　
　
確
認
し
よ
う

東
和
地
域
防
災
訓
練

　
災
害
発
生
時
に
、
応
急
対
策
を

的
確
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
市
民

も
参
加
し
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

開
催
日
時　
９
月
25
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

開
催
場
所

　
ウ
ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
と
う
わ

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館

訓
練
内
容

・�

通
報
・
避
難
・
救
出
・
救
護
・

消
火
訓
練

注
意
事
項

・�

当
日
は
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
等
も
あ

り
ま
す
。
火
災
と
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・�

訓
練
内
容
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の

携
帯
電
話
に
エ
リ
ア
メ
ー
ル

（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
）が
送
信
さ

れ
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
東
和
支
所
地
域
振
興
課

　
市
民
福
祉
係

　
☎（
66
）２
５
２
６

　
Fax（
46
）４
１
２
２

　
消
火
器
の
交
換
の
目
安
は
10
年

で
す
。

　
購
入
後
、
か
な
り
の
年
数
が
経

過
し
た
も
の
や
、
見
た
目
が
サ
ビ

て
い
た
り
腐
食
が
進
ん
で
い
る
場

合
に
は
、
早
め
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。

消火器訓練（防火管理者講習）

　
事
前
に
、
指
定
緊
急
避
難
場
所

や
指
定
避
難
所
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
異
常
気
象
の
種
類

（
洪
水
、
土
砂
、
地
震
、
火
山
）に

よ
っ
て
、
避
難
可
能
な
場
所
は
変

わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

８
頁
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
明
る
い
時
間
の

ほ
か
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
や
、
雨

の
日
に
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

明
る
い
時
間
以
外
の
時
間
に
も
避

難
ル
ー
ト
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

指
定
緊
急
避
難
場
所

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
緊

急
的
に
避
難
す
る
た
め
の
屋
外
施

設
ま
た
は
場
所（
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

駐
車
場
な
ど
）

指
定
避
難
所

　
避
難
し
た
方
や
災
害
に
よ
り
自

宅
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
方
等
が
一

時
的
に
屋
内
で
滞
在
す
る
施
設

避難場所・避難所の前にある看板・案内図

　防災の基本は「自らの安全は、自らが守る」です。
　大規模な災害が発生すると、市や消防などが公的に支援する「公
助」の力には限界があるため、全ての人を助けることはできません。
災害時に最も重要なことは、自分や家族の身を守る「自助」、その
次に、隣近所で助け合う「共助」となります。
　普段から災害に備えて、防災グッズ・食料品等の準備や避難場
所・経路について家族で話し合っておくことが大切です。


